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 群馬県では，海抜 12m余りから 2,500m越えまでの変化に富んだ地形・地質の中に多くの河川，湖沼が
点在し，利根川を軸として山岳部の渓流から平野部の小川に至るまで，多彩な水圏環境を形成している 7)。






































図 1	 ラーニングサイクル理論 










	 なお，同じ魚種を釣り上げた人同士（高校生スタッフ 1人に対し参加者 2人）で計 4つのチーム編成も
同時に行った。 









ローレンスホール科学教育研究所（Lawrence Hall of Science）で開発された，効果的な科学・数学アクテ











































































































































































































	 児童への事前アンケートを水圏環境学習会開催直前に，参加者 8 名に対して行った。回答率は，8 名中
8名である。結果を以下に示す。 






図 1-ⅰ	 片品川で遊んだことある？ 
設問②について，海で遊んだことがある児童は 8名であった（図 1-ⅱ）。行ったことのある海は，「富山
県」が 2名，「新潟県」が 3名，「沖縄県」が 1名であった。 
 
 
図 1-ⅱ	 海で遊んだことある？ 
 
設問③について，川が好きな児童は 6名，嫌いな児童は 2名であった（表 1-ⅰ）。 
好きな理由は「たのしいから」，「泳げるから」などで，嫌いな理由は「なみがあるから」「冷たいから」で
あった。 
表 1-ⅰ	 川は好き？ 
児童	 設問③	 理由	 
A	 好き	 たのしいから	 
B	 好き	 きもちいから	 
C	 好き	 魚がいるから	 
D	 嫌い	 なみがあるから	 
E	 嫌い	 冷たいから	 
F	 好き	 石がたくさんあって，こわいけど冷たくて，きもちいから	 
G	 好き	 泳げるから	 
H	 好き	 たのしいから	 
 













表 1-ⅱ	 海は好き？ 
児童	 設問④	 理由	 
A	 好き	 ふかい所までもぐれるから	 
B	 好き	 たのしいから	 
C	 好き	 広いから	 
D	 好き	 およげるから	 
E	 好き	 いろいろな魚がいるから	 
F	 好き	 楽しいから	 
G	 嫌い	 きもちわるい魚がいるから	 
H	 好き	 魚がいっぱいいるから	 
 
設問⑤について，川は近いと思う児童は 1名，遠いと思う児童は 5名，わからないと答えた児童は 2名
であった（表 1-ⅲ）。遠いと思う理由に「山に囲まれているから」，「山のほうだから」と 2名が述べた。 
 
表 1-ⅲ	 川は近い？ 
児童	 設問⑤	 理由	 
A	 わからない	 わからない	 
B	 わからない	 わからない	 
C	 遠い	 山に囲まれているから	 
D	 遠い	 やまのほうだから	 
E	 近い	 無記入	 
F	 遠い	 無記入	 
G	 遠い	 無記入	 
H	 遠い	 無記入	 
 
設問⑥について，海は遠いと思う児童が 8名であった（表 1-ⅳ）。遠いと思う理由は「群馬県だから」と













表 1-ⅳ	 海は近い？ 
児童	 設問⑥	 理由	 
A	 遠い	 群馬県だから	 
B	 遠い	 ぐんまけんだから	 
C	 遠い	 無記入	 
D	 遠い	 無記入	 
E	 遠い	 群馬県だから	 
F	 遠い	 無記入	 
G	 遠い	 無記入	 
H	 遠い	 しょうわむらだから	 
 
設問⑦について，魚をよく食べる児童は 5 名，ときどき食べる児童は 3 名であった（表 1-ⅴ）。食べる
魚の種類は，「サケ」が 6 名，「シシャモ」が 3 名，「マグロ」が 2 名，「サンマ」が 2 名，「タイ」が 1 名
であった。 
 
表 1-ⅴ	 魚をよく食べる？ 
児童	 設問⑦	 魚種	 
A	 ときどき食べる	 サケ，サンマ	 
B	 ときどき食べる	 シャケ	 
C	 よく食べる	 シャケ，シシャモ	 
D	 よく食べる	 たい	 
E	 ときどき食べる	 ししゃも，さんま	 
F	 よく食べる	 マグロ，サケ	 
G	 よく食べる	 マグロ，サケ	 
H	 よく食べる	 ししゃも，さけ	 
 


















表 2-ⅰ	 2日間どうだった？ 





B	 楽しかった	 べんきょうになったしクイズやカルタをしておぼえられるから	 
C	 勉強になった	 初めて知れたことがあったから	 
D	 勉強になった	 無記入	 
E	 勉強になった	 海のことや川のことをいっぱい知れたから	 
F	 楽しかった	 たくさん楽しく，勉強ができた	 
G	 楽しかった	 いろいろなあそびとかしてもらったから	 
H	 楽しかった	 遊んだから。ホタルの光をみたりして楽しかった	 
 
設問②について，1番心に残ったプログラムは「魚ッチング	 フィッシング」が 2名，「お魚かるた」が
2名，「りんごと海」が 3名，「あまいの	 からいの	 に～がいの」が 3名，「マスオくんの大冒険」が 2名，
「今日は何の日	 知らないの？」が 7名，「この川は	 どこへ行く？」が 5名であった（表 2-ⅱ）。 
 
表 2-ⅱ	 １番心に残ったプログラムは？ 
プログラム名	 児童数	 
「魚ッチング	 フィッシング」	 2 名	 
「お魚かるた」	 2 名	 
「りんごと海」	 3 名	 
「あまいの	 からいの	 に～がいの」	 3 名	 
「マスオくんの大冒険」	 2 名	 
「今日は何の日	 知らないの？」	 7 名	 









表 2-ⅲ	 川に行きたくなった？ 
児童	 設問③	 理由	 
A	 行きたい	 川はたのしいから	 
B	 行きたい	 楽しそうだから	 
C	 行きたい	 ほかにどんな魚がいるか見てみたい	 
D	 行きたい	 たのしかったから	 
E	 行きたい	 川にはどんな魚がいるのかみてみたい	 
F	 行きたい	 楽しそうだから。気持ちよさそうだから	 
G	 行きたい	 魚とかを見たり，およぎたいから	 





表 2-ⅳ	 海に行きたくなった？ 
児童	 設問④	 理由	 
A	 行きたい	 広いしおよげるから	 
B	 行きたい	 ふかいし楽しいし気もちーから	 
C	 行きたい	 ほかにどんな魚がいるか見てみたい	 
D	 行きたい	 きもちよさそうだから	 
E	 行きたい	 海のどのへんに魚がいっぱい集まるのかみてみたい	 
F	 行きたい	 いろんな生き物がいて楽しそうだから，泳ぎたい	 
G	 行きたい	 川よりひろくておよぎやすいから，あと魚がいっぱいいるから	 
















表 2-ⅴ	 水の中の生きものを好きになった？ 
児童	 設問⑤	 理由	 




C	 好きになった	 うみホタルがきれいだったから	 
D	 好きになった	 かわいいから	 
E	 好きになった	 ウミホタルを家族とみてみたい	 
F	 好きになった	 キレイな魚やおもしろい魚がいたから，おもしろいから	 
G	 好きになった	 魚のしゅるいがすこしわかったから	 
H	 好きになった	 知らなかった生き物がこんなにすごいんだーと思った	 
 




表 2-ⅵ	 川や海，水のこともっと知りたい？ 
児童	 設問⑥	 内容	 




C	 知りたい	 うみホタルをもっとくわしく調べてみたい	 
D	 知りたい	 無記入	 
E	 知りたい	 川や海について。利根川のほかに，海に流れる川をしりたい	 




H	 知りたい	 海がどうやってこんなに広くなったのか知りたい	 
 
Ⅲ-3	 児童への事後アンケート２ 
	 児童への事後アンケート２を水圏環境学習会終了後の約 1カ月後に，参加者 8名に対して行った。回答











は，母親が 5名，父親が 4名であった。話した内容は，ウミホタルについてが 3名，りんごと海について
が 4名，滝についてが 1名であった。 
 
表 3-ⅰ	 水圏環境学習会のこと，誰かにお話しした？ 
児童	 設問③	 話した相手・内容	 
A	 話した	 おかあさん，おとうさん，海ホタルの事	 




D	 話した	 おとうさんとおかあさん。うみほたるとか，うみとりんご，たき	 




設問⑤について，宿題がある児童は 4名，ない児童は 1名であった。 
設問⑥について，自由研究がある児童は 2名で，ない児童は 3名であった。研究したい内容は「海，川，





表 3-ⅱ	 自由研究で川や海，水のことを研究したい？ 
児童	 設問⑦	 内容	 




C	 研究したい	 パーマークの事やふきわれの事を調べたい	 
D	 研究したい	 あさがおのかんさつがしたい	 
E	 研究したくない	 無記入	 
 
Ⅲ-4	 児童への事後アンケート３ 
	 児童への事後アンケート３を水圏環境学習会終了後の約 2カ月後に，参加者 8名に対して行った。回答




	 設問①について，宿題があった児童は 4 名であった。宿題の内容は「ドリル」，「ポスター」，「作文」な
どであった。 
	 設問②について，自由研究があった児童は 0名であった。 
	 設問③について，水圏環境のことを調べた児童は 2 名であった。調べた内容と調べた理由は「川の事。
川の事が気になったから」，「海のこと。マスオくんの大冒険をよんでもらったから」であった。 





表 4	 群馬県と海はつながっていると思う？ 
児童	 設問④	 理由	 




C	 思う	 川でつながっていると思うから	 





	 保護者へのアンケート１を，水圏環境学習会の約 1カ月後に，参加者の保護者（5世帯 5名）に対して




	 設問②について，家族で川へ行ったことがあるのは 3 名であった。行ったことのある川は「群馬県内の
川」，「薄根川」，「片品川」であった。その頻度は「年に 1～2回」，「月 2回くらい・犬の散歩で」，「年に 1
回ぐらい」であった。 
設問③について，家族で山へ行ったことがあるのは 3 名であった。行ったことのある山は「群馬県内の
山」，「谷川岳，尾瀬，21 世紀の森」，「赤城山や三峰山」であった。その頻度は「今までで 2～3 回」，「2











表 5	 お子様は学習会の話をしましたか？ 

































保護者へのアンケート②を，水圏環境学習会の約 2 カ月後に，参加者の保護者（5 世帯 5 名）に対して









表 6-ⅰ	 お子様への環境教育は必要だと思いますか？ 
保護者	 設問②	 理由	 











表 6-ⅱ	 学校における環境教育は必要だと思いますか？ 






















表 6-ⅲ	 お子様に対して環境教育を実践していますか？ 
保護者	 設問⑤	 実践内容と子どもの変化	 
A	 していない	 無記入	 




































表 7-ⅰ	 学習会後を通して川や海，水について興味を持った？ 
高校生	 設問⑤	 理由	 
A	 興味を持った	 知らなかったことを知ることができたから	 




D	 興味を持たない	 もともと興味があったから	 
E	 興味を持たない	 勉強すぎた	 
 
	 設問⑥について，今後もこのような活動に参加したい高校生は 5名で，参加したくない高校生は 1名で
あった（表 7-ⅱ）。 
 
表 7-ⅱ	 今後もこのような活動に参加したい？ 




B	 参加したい	 とても興味があった	 
C	 参加したい	 今回の学習会がおもしろいものだったから	 
D	 参加したい	 より知識をふかめたい	 






表 7-ⅲ	 大学生と活動して，進路選択の参考になった？ 
高校生	 設問⑦	 理由	 
A	 参考になった	 無記入	 
B	 わからない	 就職希望だったので	 
C	 わからない	 自分の進路をあまり考えていなかったから	 
D	 参考になった	 休憩時間などに大学の話をきかせてもらったから	 








事前アンケートの設問②（図 1-ⅱ）と⑥（表 1-ⅳ）について，水圏環境への児童の意識を考察する。 
	 川での経験と認識を問う事前アンケートの設問①（図 1-ⅰ）と⑤（表 1-ⅲ）から，児童 A・Bの 2名が
川で遊んだ経験があるにもかかわらず，川が近いと認識していないことがわかった。 








Ⅳ -2	 群馬県における魚食文化の変化  


































水圏環境に関わろうとする意欲を問う事後アンケート 1の設問③（表 2-ⅲ）と事後アンケート 1の設問
④（表 2-ⅳ）について考察する。 
「川に行きたくなった？」という問いに対し，8 名中 5 名の児童が「川はたのしいから」，「楽しそうだか

















つづいて，「川や海，水のこともっと知りたい？」という事後アンケート 1の設問⑥（表 2-ⅵ）に対し 8






















	 水圏環境学習会に対する評価を問う事後アンケート 1の設問①（表 2-ⅰ）では，8名中 5名の児童が「た










	 そこで，子どもに対する環境教育の関心を問う保護者へのアンケート 2の設問②（表 6-ⅰ）と③（表 6-
ⅱ）について，2 名中 2 名の保護者とも環境教育の必要性を感じていながらも，保護者による環境教育の
実践を問う保護者へのアンケート 2の設問⑤（表 6-ⅲ）について，2名中 1名が「エコ生活やゴミの分別
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①日	 	 程	 	 平成 21 年 7 月 19(日)	 ・7 月 20(月)	 各日：集合 10:00～解散 16:00	 
②場	 	 所	 	 群馬県立尾瀬高等学校・吹割渓谷周辺	 
③参加者	 	 利根沼田地域在住の小学 4～6 年生	 定員 20 名	 
（希望があれば，兄弟・姉妹・保護者等の参加も可）	 
④参加費	 	 無料（会場移動の交通費，往復 500 円程度は実費）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 （ただし，保護者等の送迎が可能な場合，交通費の徴収はありません）	 
⑤申込方法	 	 別紙，申込書に必要事項を記入して事務局へ送付（メール・ＦＡＸ）	 
⑥申込締切	 	 平成 21 年 7 月 5 日(日)必着	 （申込み多数の場合は，先着順）	 










	 7 月 19 日(日)	 7 月 20 日(月)	 
１時間目	 魚ッチングフィッシング	 マスオくんの大冒険	 
２時間目	 お魚かるた	 今日は何の日知らないの？	 
３時間目	 りんごと海	 この川はどこへ行く？	 
４時間目	 あまいのからいのに～がいの	 	 
